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◇問い合わせ先◇ （独）水資源機構 吉野川上流総合管理所 早明浦ダム・高知分水管理所 電話：0887-82-0485
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利水放流管からの放流

湖面利用安全講習

「吉野川総合開発５０周年記念式典」を開催

吉
野
川
総
合
開
発
の
主
要
施
設
で
あ
る
早
明
浦
ダ
ム
、
池
田
ダ
ム
、

新
宮
ダ
ム
が
令
和
７
年
度
に
管
理
開
始
50
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

四
国
四
県
の
人
々
に
水
源
地
域
や
ダ
ム
等
か
ら
の
恩
恵
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
く
、｢

吉
野
川
総
合
開
発
50
周
年
記
念
式
典｣

及
び｢

交
流
イ
ベ

ン
ト｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
は
、
水
源
地
域
や
受
益
地
域
の
首
長
ら
約
１
５
０
名
に

参
加
い
た
だ
き
、
式
典
で
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
香
川
県
の
池
田
知
事
か

ら
、｢

香
川
の
発
展
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
香
川
用
水
は
、
水
源

地
域
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
下
で
送
ら
れ
て
く
る
『
友
情
の
水
』
。｣

、

高
知
県
の
濵
田
知
事
か
ら
は
、｢

ダ
ム
建
設
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た

嶺
北
地
域
の
お
か
げ
で
吉
野
川
流
域
の
経
済
発
展
が
実
現
さ
れ
た
。｣

な
ど
の
、
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

早明浦発電所（電源開発株式会社）では、毎年、発電
所の点検・整備作業を実施しています。令和８年の２月～
３月の期間中、発電所を停止させ発電放流（利水放流）
ができない状況となるため、下流への利水補給の際は、
早明浦ダム利水放流管からの放流を予定しています。
普段と異なる早明浦ダム
からの放流を見られるチャ
ンスです。
なお、ダムの水質や下流
の流況等によっては、利水
放流管からの放流を行わな
い場合もあります。 利水放流管からの放流状況 R7.2

ダム下流広場での花火

さめうら湖の利用にあたっては、ダム管理者や自治体等
関係機関により構成する「さめうら湖協議会」において湖
面利用ルール等を取り決めており、その取り決めに基づ
いて「NPO法人さめうらプロジェクト」他２協議会が利用者
の管理や利用ルールの周知を行っています。
10月29日に、 さめうらプロジェクト
の辻村理事長にお越しいただき、
早明浦ダム職員に対して、湖面利
用に関しての安全講習を実施いた
だきました。湖面利用のルール等
に関しては、以下のページに記載
しておりますので、ご確認下さい。
https://www.water.go.jp/yoshino/ikeda/
sameura/komen_riyou.html

船上での安全講習

記念式典でのくす玉開披

交
流
イ
ベ
ン
ト
は
、
土
佐
町
合
併

70
周
年
「
や
ま
び
こ
カ
ー
ニ
バ
ル
」

と
共
同
で
開
催
し
ま
し
た
。
『
よ
さ

こ
い
と
阿
波
踊
り
の
共
演
。
四
国
の

う
ま
い
が
集
ま
る
、
水
の
ふ
る
さ
と

の
大
宴
。
』
と
銘
打
っ
て
の
カ
ー
ニ

バ
ル
が
大
盛
況
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

80
名
の
参
加
者
を
募
集
し
た
早
明
浦

ダ
ム
現
場
見
学
会
も
す
ぐ
に
定
員
に

達
す
る
な
ど
、

パ
ネ
ル
展
示
や

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

に
も
多
く
の
方

に
参
加
い
た
だ

け
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の

最
後
に
は
恒
例

の
花
火
が
嶺
北

の
夜
空
に
咲
き

乱
れ
ま
し
た
。

水資源機構の展示ブース

◆令和７年の貯水池運用状況
本年は1月2月と降水量が少なかった事から、3月上
旬には利水貯水率が60%以下まで低下しました。その
後は、前線等による降雨により貯水率が回復し、5月
12日には貯水率が100%に到達しました。
それ以降、洪水期に入る7月1日まで、ほぼ100%で推
移し、7月には2回の洪水調節を実施しました。
8月は7月とは一転して降水量が平年と比較して50%
未満と少なく、貯水率が60%を切る可能性が出てきたこ
とから、9月2日に第一次取水制限を開始しましたが、
台風15号に伴う降雨により、貯水率が80%程度まで回
復し、その後も貯水率の上昇が見込まれたことから、
9月5日には取水制限を解除
しました。
現在は、平年に比べて降水
量は少ないものの、11月25日
時点で貯水率は100%となって
います。

湖面利用に関する
詳細はこちらから

7月18日の放流状況



★ 早明浦ダム再生事業 工事進捗状況報告 ★

★ トピックス やまびこカーニバル 特別見学会を開催 ★

早 明 浦 ダ ム だ よ り 【２９】

◇問い合わせ先◇ （独）水資源機構 吉野川上流総合管理所 早明浦ダム再生事業推進室 電話：0887-72-9750

【増設する放流管の工事状況】

堤体
ていたい

 

令和７年１１月中旬時点 令和７年１２月以降予定

最初にダム に貫通させた１本目の では、下流に水を流すための の設置が進みダムの

下流側でも設置作業を開始しました。ダムの上流側では、２本目の に向けて上流 の

を移設する準備や予備ゲートの設置を行っています。

ダム下流に見えてきた放流管

ダム上流の予備ゲート設置 １本目（３号）から２本目（２号）へ移設準備

令和７年１１月１６日、早明浦ダム下流広場にて『やまびこカーニバル２０２５』が開催されま

した。水資源機構では、早明浦ダム再生事業特別現場見学会を行いました。見学会には定員である

約８０名の方に参加いただき、ダムカードパネルを使った記念撮影や、設置される予定の に

メッセージやイラストを書いていただき、この日だけの特別な体験を満喫していただきました。

▼

工
事
現
場
を
間
近
で
見
る
見
学
者

▼

放
流
管
へ
の
寄
せ
書
き

2025年（令和７年）１２月 冬号

ダム堤体外の放流管設置状況
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